
令和７年度 第４回美濃加茂市総合教育会議 会議録 

 

１ 開会日時及び場所 

  令和８年２月２６日（木）午後３時４５分から午後５時００分まで 

  美濃加茂市生涯学習センター ２階２０３会議室 

 

２ 出席者 

（美濃加茂市） 

市 長  藤井 浩人 

（教育委員） 

教育長  梅村 高志 

委 員  武田 由美 

委 員  渡邉 博栄 

委 員  安藤 摩里 

委 員  榊間 月絵 

委 員  中西 東峰 

  （同席者） 

   副市長  丸山 克彦 

企画経営部長  石黒 幸治 

（事務局） 

教育委員会事務局長  渡辺 明美 

学校教育課長  明星 裕 

施設対策監  丹羽 泰成 

教育センター次長  佐伯 好洋 

教育総務課課長補佐  太田 文生 

  

 

３ 欠席者 なし 

 

４ 開会 午後３時４５分 

 

５ 議事日程等 

 （１）市長あいさつ 

 

 （２）会議録署名者の指名 

 

（３）協議事項 

   ○令和８年度予算編成重点方針に沿った事業について 

 

 (4)報告事項 

   ○美濃加茂市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画について 

   ○その他 



会 議 録 
（１）市長あいさつ 

 

藤井市長 皆さん、こんにちは。大変お疲れのところだと聞いておりますので、要点だけ

しっかりとやらせていただきながら、今年度最後になると思います第４回総合

教育会議を始めさせていただきたいと思います。 

まずもって、今年度もいよいよ卒業式も迫ってまいりました。この１年間、教

育委員の皆様方には過分なるお力をいただきまして、美濃加茂市の子どもた

ち、そして教育関係をしっかりと支えていただきましたことに、この場をお借りし

て感謝申し上げます。本当にありがとうございます。また、今年度は途中での

教育長の交代ということで、梅村教育長には大変お世話になっておりますが、

引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

この総合教育会議も定期的に行う中で、マンネリ化しないようにと考えてお

ります。常に意識していきたいことは、教育は教育関係者だけで完結するので

はなくて、全ての社会インフラをしっかりと子どもたちに提供していく、子どもた

ちを支える状況にあるかを確認しながら毎日を前に進めていきたいという思

いです。 

今日は、４月からの新年度に向けて美濃加茂市がどういった政策に特に力

を入れていくかということを教育委員の皆様方にも知っていただき、それぞれ

の事業と教育の関連性、または一見、教育とは関係のないことかもしれません

けれども、私は全ての事柄が子どもたちや子どもたちを取り巻く環境、そして

保護者の皆様に影響していると感じておりますので、いろいろな方のお知恵を

いただきながら、教育との関連性を作っていきたいと思っております。そういっ

た視点から、皆様方からいろいろなご意見をいただきたいと思いますし、また

来年度に向けてお持ち帰りいただいて一つ一つの事業について、皆様方から

のチェックや、追加でのご意見を賜っていければなと思っております。 

少しご紹介させていただきますと、今回、卒業式が中学校・小学校行われま

す。教育委員の皆様にはご出席いただいている卒業式や入学式ですけれど

も、今のお話も含めて今年度の卒業式において、特に小学校は私と教育長だ

けでは当然行ききれませんので、各部長と副市長とも分担して全ての小学校

に市の幹部を出席させることとしています。それは、ただ卒業式を見てほしいと

いう話ではなくて、そこで PTAの方や学校の先生から、もしかしたら市に対し

て何か注文とかお願い事のようなことを聞ければ、それはラッキーでもありま

すし、様々な校舎や体育館の整備等も今行っておりますが、そういったことも

直接現場で確認する機会もなかったのかなという反省もありますので、そうい

った形も含めて我々行政の関係者も学校の方に直接出向いていくという機会

を作っていきたいと思います。 

これまで、橋渡し役をまさに教育委員の皆様方にやっていただいておりまし

たが、この機会をうまく利用していただいて、副市長や各部長が知らないこと

ばかりだと思いますので、皆様方からもご説明や解説、またご意見等も賜りな

がらいい関係を作っていきたいなと思っておりますので、その点についてもご

紹介をさせていただきます。 



それでは会議も始めさせていただきたいと思いますので、今日もよろしくお

願いいたします。 

 

（２）会議録署名者の指名 

 

藤井市長 はじめに会議録署名者ですが、梅村教育長にお願いしたいと思いますが、

皆様、よろしいでしょうか。 

 

梅村教育長 はい。 

 

藤井市長 よろしくお願いします。それでは会議録署名者に梅村教育長を指名いたしま

す。 

 

（３）協議事項 

令和８年度予算編成重点方針に沿った事業について 

藤井市長 続きまして協議事項に入ります。令和 8 年度予算編成重点方針に沿った事

業についてです。 

皆さんお手元の資料を見ていただきながら、長くなると疲れてしまいますの

で、要点だけご紹介していきたいと思います。よろしくお願いします。 

毎年作っております「見たい知りたい今年の予算」ということで、学校現場で

も活用いただけるような機会を我々からどんどん提案していかないといけない

のかなと思いますが、この「見たい知りたい今年の予算」を作ったのが渡辺直

由市長の時で、美濃加茂市の財政状況を市民にしっかり理解していただい

て、必要なもの、そして残念ながら切っていく予算、こういったこともすべてオ

ープンにしていこうというところで２０年近く前にスタートされた取り組みです。

当時は全国的にも珍しく、大きな賞もいただいているというのがこの予算の説

明資料になっております。それをずっと引き継いでおりまして、できるだけ見や

すく子どもたちが手に取っても分かりやすいような資料とさせていただいてお

ります。 

その中で、私も改めて任期を迎えることができましたので、市役所として、特

に職員として大切にしてもらいたいこと、組織として大切にしていることとして、

「孫子の代まで住み続けたい街」を経営理念としています。何かの意思決定で

迷ったときは常にここに立ち返ってもらいたい。目先の課題は当然ありますけ

れども、迷ったときは常に未来を見据えて未来志向の判断をしてもらいたいと

いうことで、この孫子の代というところを重要視しております。 

そして同時に、それを実現するために経営方針というものも掲げております

が、行政というのはありとあらゆる分野にまたがっておりますので、福祉だけ教

育だけということが難しい中で共通として考えられることとしては市の職員の

皆さんには一歩踏み出すというチャレンジ精神を忘れてほしくない。そして、行

政が問題を解決するという発想から、市民の皆さんお一人お一人が課題を解

決していくんだという主体的な意識を持ってもらうために、市民一人一人を、

人と未来、そして世界につないでいく。これが市役所行政の大きな役割ではな

いかということで、この経営方針を掲げております。 



これまでと変わっておりませんが、新年度も大切にしていきたい大きな２つ

の理念と方針になっております。 

注目すべき点は、令和７年度が美濃加茂市過去最大の２６６億円でしたが、

それを少し下回って２６３億円ですが、ほぼ同額です。これは物価高騰等もあ

りますし、年々特に福祉に関係する予算が大きくなっていることと、建物の更

新、美濃加茂市であれば市役所の建て替えとかですねそういった大きなプロ

ジェクトを控えておりますので、こういった予算が大きくなっております。 

こんな感じで、たった１０年で５０億は優に超えて、８０億、１００億ぐらい予算

規模が大きくなっております。この２６３億円の中には当然、国や県の予算も入

ってきておりますので、全てが市民の皆さんの税金というわけではないという

ことは、市民の皆さんに説明するときにはいつも気をつけております。 

そういった中で、令和８年度に力を入れることとしましては、１つ目のテーマ

が「人の未来をつくる」。そして、次のページですけれども、「人の流れを作る」。

この２つを重視しております。美濃加茂市は総合計画と総合戦略の大きな２つ

の計画を持っておりますが、地方創生から出てきた、この地域が生き残ってい

くためにはどうすればいいのかという、総合戦略の方を大事にしています。「人

の未来をつくる」と「人の流れをつくる」。この２つを大事にしておりまして、いろ

いろ書かせていただいておりますが、未来をつくる教育に力を入れていくこと

が未来をつくることになるということであったり、あとは、一人一人の市民が健

康であることが非常に重要ですので、この健康というものの位置づけも人の未

来をつくるということで、特に予防医療等に力を入れていこう、健康政策に力

を入れていこうということなんかを事業化することにつながっております。 

次のページ、「人の流れをつくる」。これは、移住等も含めてなんですけれど

も、美濃加茂市は交流を大事にしてきましたので、この交通の要所という強み

を生かして、新たな交流をこれからも創出していこう。これは企業を誘致すると

か、そういう産業の話だけではなくて、美濃加茂市が持っている里山、河川な

どの自然と歴史、文化、そして外国人の方々との共生をはじめとした多文化、

こういったものをより一層活かしていくことで人の流れを作っていくというこ

と。 

そして最後の４つ目が、とはいえ今時代はどんどん変わっていますので、今

の時代だからこそ新たにチャレンジできることにもしっかりと向き合っていこう

ということで、この DX、デジタルトランスフォーメーションというものにも力を

入れていこうと考えております。 

そういった大きな方針を掲げる中で、具体的な事業というものをこの次のペ

ージから書いております。 

これは教育委員会の方でも説明があったかもしれませんが、空調整備をや

っていこうと。高市政権からも、改めて国の予算をしっかり出していくという方

針をいただいておりますので、国の交付金等を使いながら中学校、小学校、あ

とはここには書いておりませんが、その他にも皆さんの近くにある牧野交流セ

ンターとか西体育館も災害時の防災拠点にもなるということをしっかりと抑え

て、全ての施設にエアコンを導入していこうということを今回の予算に入れて

おります。中学校は令和９年度中に完成、小学校等は令和１０年度に完成しま



すので、残念ながら今年の夏は乗り越えなければいけないということをしっか

りと説明しながら、市民の皆さんの期待に応えていきたいと思っております。 

これと、教育委員の皆さんにはあえて説明しますが、今、新庁舎の建設にお

いてプラザ中体を取り壊して違うところに移設するというお話をしております。

これについては、これからスポーツ関係者の皆さんや利用者の皆さんにしっか

り丁寧に説明していくところですけれども。プラザ中体が一時使えなくなるとい

うことに対するご批判は多くなると思います。その時に各小学校、中学校の体

育館にエアコンを入れることで、これまではプラザ中体にしかエアコンがなかっ

たのですが、皆さんの近くの小学校、中学校の体育館を積極的に開放していく

中で、今までとは違う環境で活動を継続してもらえるということも、しっかりと

説明してご理解をいただいていこうという思いも持っておりますので、少し覚

えておいていただけるとありがたいです。 

続いて、教育の２つ目です。学校風土をしっかりと見える化しようということ

で、学校風土 D 調査というものを蜂屋小学校で導入いただいております。蜂

屋小学校からも良い報告をいただいておりますので、子どもたちにとって居心

地の良い場所であるための調査をしながら改善をしていこうということで、こ

の調査を導入していきます。 

続いて、民間企業からの人材受入れということで、今、美濃加茂市役所には

富士通から２人、オイシックスという野菜で今すごく伸びている会社から１人、

デザイナーの会社から１人、日本郵政から１人いただいて、美濃加茂市役所の

中を活性化していただいておりますが、来年度は教育現場にベネッセさんから

２人派遣していただくことが決まりました。この後、予算等は必要ですけれど

も、企業とは約束ができましたので、そういったお力をお借りしながら学校現

場の先生方の強みをもっと生かしていけるように予算化しております。ちなみ

に、この人件費等は国からの予算もしっかりもらえますので、美濃加茂市とし

てはこの企業連携を引き続き大事にしていきたいと考えております。 

続いて、今年度積極的に取り組んでいただいた部活動の地域展開について

もまだまだやることがたくさんありますが、そういった中でアプリを導入するこ

とで指導者や保護者との連携をしっかりとしていこうと。指導者、保護者、地域

の連携をアプリを使ってきめ細かくやっていこうということで導入しておりま

す。 

大きく教育に関することはこの辺りですが、せっかくなので全部簡単にご紹

介していきます。 

そのほか新たに取り組むこととしまして、令和７年度には、看護師さんをはじ

めとする医療人材がこれからは一気に足りなくなっていくということが言われ

ている中で、美濃加茂市内またこの可茂地域の医療機関に働いてくださる

方々に、奨学金をお支払いしていこうという取り組みを進めておりますが、さら

に令和８年度は、看護だけではなくて介護人材の不足解消に向けても、こうい

った補助を開始するということを書かせていただいています。 

続いて産後ケアにつきましては、これまで赤ちゃん訪問を母子保健推進員さ

んにやっていただいていたんですけれども、さらに高度な専門知識を持ってい

る助産師さんが直接赤ちゃん訪問をすることで、いろいろな発見があるという

ことが他の自治体でもみられておりますので、人件費等についてはちょっと高



くなってしまうんですけれども、直接助産師さんに回っていただいて、特に美濃

加茂市は外国籍のお母さんが孤立しているという状況がいくつも見られてお

りますので、そういったときにきめ細かい対応を赤ちゃんのうちからしていこう

という施策になっております。 

続いて、５歳児健康診断についてです。これについては今６歳児健診を全国

的にも行っておりますが、小学校に入る直前に６歳児健診をすると、そこで初

めて保護者の方がご自身の子さんの発達の悩みとか課題をオープンにされる

という機会があって、そうなると時間を待たずして小学校への入学につながっ

ていくんですけれども。保護者の方や関係者の方々と意見交換をする中で、そ

れを１年前の５歳児、要するに年中さんの時にしっかりと面談を含めた健康診

断を行うことで、発達の遅れに対する対応であったり、小学校の進学について

特別支援学級を選ぶのか、普通の学級を選ぶのか、そういった時にも時間的

猶予を保護者の方々と共有することが大事なんじゃないかということなど様々

なメリットがあるということで、先進的に５歳での健康診断を行うということを

今回取り入れました。 

あとは、公園等の遊具も古くなってきております。前平公園にもさらに追加

で新たな遊具を入れておりますが、新年度は中部台パークの遊具が更新され

るということになります。 

交流についてですけれども、今年度、「チョイソコみのかも」というものを導

入しまして、これは AIデマンドバスです。特にあいあいバスは、北部の小学校

に通うお子さんたちも使っていただいているという現状もあるんですけれど、

この AI デマンドバスも、ただの福祉の利用ではなくて、これから子どもさんた

ちも保護者の方と利用することも含めて様々に生かしてもらいたいなというと

ころもあるので、現状は平日の９時から４時が使えるという状況になっておりま

すが、今後はさらなる拡大も視野に入れながら、あいあいバスの活用というこ

とを考えていきたいと思います。同時に、あいあいバスですけれども、現在、美

濃加茂市内を中心に走っておりますが、今後は加茂郡の近隣の町とも連携し

ながら路線を検討していきたいという段階にありますので、また皆様方からも

ご意見賜れればと思います。 

続いて、今年度、子どもたちが地元企業やものづくりに関心を持てるように

バスツアーを開催しましたが、新年度は市としても予算をつけてバスツアーを

行っていこうということで、大々的にやっていきたいと考えております。 

次に堂上蜂屋柿。生産量が今年は例年よりも多くて、年間６万５千個。例年

は５万個ぐらいを生産者の方々には目標にしていただいております。それで

も、生産量は増えておりますが、生産者の方々は減っております。そういった中

で、地域の特産品、そして文化である堂上蜂屋柿をしっかりと維持していくた

めに、この加工所の整備に対して費用を補助していこうということで、ちょっと

大きな予算がついております。 

続いて、坪内逍遥大賞です。隔年で美濃加茂市と早稲田大学で開催してお

りますが、今年度は早稲田大学で開催されましたので、次の年は美濃加茂市

で開催されます。第２１回を迎えますので、また皆様方にはご案内と発表前に

お知らせがいくと思いますけれども、何卒よろしくお願いしたいと思います。 



続いてDXについて。これは全国的に珍しい取り組みなんですけれども、１０

月に市議会議員の改選がありますので、その際の選挙において電子投票を実

施しようということで、今の議会で条例の改正を提案しております。おそらく議

会の方から賛成を得られると踏んでおりますが、２０年前に可児市で一度実施

してうまくいかなかったという事例があって。タブレットやインターネットの技術

が確立されてきて、これから一気に全国的にも進んでいくだろうと言われてお

りますが、美濃加茂市としては岐阜県でおそらく初の実施になるのではないか

なと思っておりますので、こういったことも積極的に取り組んでいきたいという

ことでご理解いただきたいと思います。 

続いて、女性のデジタルスキル習得支援講座です。これは高市政権でもデ

ジタル分野の人材が圧倒的に足りなくなるということが言われております。そう

いった中で、特にデジタルスキルと女性の相性がいいんじゃないかということ

がこの数年言われております。そういった中で企業の力をお借りしながら、今

回は女性に特化したデジタルスキル習得支援講座を国の予算を活用しながら

まず実施してみようということでこういった講座を設けております。１人当たり

の予算が大きな講座なんですけれども、その分しっかりと習得できると就職と

かご自身で何かビジネスをするときに非常に有意な技術を得られるということ

です。今回は社会人を対象に行いますが、今後はこのデジタルスキルというも

のを子どもたちにどう展開していくかということも考えていきたいと思っており

ます。 

続いてがスマホ市役所です。今、美濃加茂市はスマホ市役所を皆様方にご

協力いただいておりますが、新年度は特に外国人の方々がスマホ市役所を利

用できるように AI 機能を導入した翻訳をやっていきたいと考えております。こ

れもまた特に保護者の方々や関係者の方々の感想なども聞き、積極的に改善

に力を入れていきたいと思っております。 

最後ですけれども、学習環境の充実ということで公衆 Wi-Fi を積極的に導

入していきたいと考えております。新年度は、特に高校生中学生の利用がある

東図書館の公衆 Wi-Fi を導入します。これにより学生の皆さんも通信料を気

にせず、タブレット等での学習ができるのではないかなと考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

これだけが新年度事業ではなくて、これまで取り組んできたことも事業とし

て引き続き継続していきます。これまでの取り組みに対しても皆様方からは改

善等のご意見をいただければと思っております。ただ、特にこの新年度事業に

ついては、この時代に合わせて様々な挑戦をしていきたいと思っておりますの

で、実施する中で皆様方からのご指導を賜りたいと思っております。 

ただ、これらの事業については、議会での審議で可決されてから始まります

ので、ご理解をいただきたいなと思います。 

ざっとご紹介をしましたが、この内容に限らず新年度に向けて皆様方から何

か教育だけではなく、行政全般についてご意見とかご質問等いただければと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

補足をせっかくなんで梅村教育長からいただいて、皆様方からお一言ずつ

いただければと思います。 

 



梅村教育長 特に、重点の中に教育に関わるポイントがございました。よく私たち教育現

場で言われる言葉に、「教育は人なり」「環境が人をつくる」、すなわち今回の重

点はまさに人と物の部分の両面を強化する施策になっているなということ。そ

れからいわゆる「不易と流行」でございます。脈々と流れる教育が譲れない、大

事にしなければいけない子どもたちの心の部分の育成と、デジタルに代表され

る、その時代の変遷を象徴する流行の部分の強化というものの絶妙なバラン

スを大事にした予算編成になっているというふうに私の立場では受け止めて

おるところでございます。また皆さんのご意見を頂戴できればと思います以上

です。 

 

藤井市長 新たな梅村教育長の体制の中で、いろいろ意見交換をさせていただくことと

教育に期待するところがこれからさらに大きくなっていくということを想定しな

がら、とはいえ教育委員会の人の限界もありましたので、市としましては、教育

委員会全体の職員数をもう一度増やしていこうということと、組織体制におき

ましても、私の権限で先に教育委員の皆さんに私の考えとしてお伝えしようと

思うんですけれども、今、美濃加茂市役所としましては市長がいて、副市長、そ

して教育長がいるわけですけれども、行政のトップは部長職があるんですよ

ね。以前は教育にも部長がありました。でも、このコスト削減も含めて、組織を

スリム化していく中で、今、教育の方は教育長がいて、その次は事務局長を含

めた課長さん２人がいらっしゃるんですけれども、そういった中で全体の市役

所の業務を横断することを考えると、課長ではなく部長職を設置するべきでは

ないかという議論をこの数年してきました。私も、もう４年任期をいただきまし

たので、新年度からは教育委員会の方にもまさに石黒部長のような部長職に

も来てもらって、横の関係、市民協働部であったり産業振興部であったりと

か、この他のこともしっかりと議論ができるような組織づくりをもう一度してい

きたいと私は思っておりまして、そういったことも含めてこれから４月に向けて

の組織改革や人事も着手しております。４月になってこうなりましたということ、

皆さんには発表できればなと思っておりますが、そういった思いも含めて予算

とかだけじゃなくてマンパワー、人にも力を入れて教育委員会をしっかりとバッ

クアップしていくことを考えておりますので、ご理解をいただきたいなと思って

おります。 

そういったところで、今、教育長のお話をさらなる追い風としていけたらと思

っておりますのでよろしくお願いいたします。 

皆様方から一言ずついただいていきたいなと思います。初午も間もなくにな

りました中西先生からいただきたいと思います。忌憚のないご意見をいただき

たいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

中西委員 来週の日曜日が初午になります。またどうぞぜひ来てください。私は裏方の

方ですので来ていただきましてもお会いできないかもしれませんが。 

私は前の古川教育長からお願いされたときに、大変高齢でございますので、

どうしてもみんなの意見とは言いつつも偏ったことになると言いながら座らさ

せていただき、自分が学ばさせていただいている。 



特に今ありました中で、やはりこの６歳児のところあたりが一番、早くご自身

のことは気がつくというか、特別支援の子がたくさん増えてきているわけです

けど、やはり、親が気がつかずに６歳になってからしか気がつかないという場

合には後手後手に回ってしまうのが、こうして５歳児の健康診断とかで分かり、

また親の方も早めに心の準備というか、将来向かっていることができていくの

で、本当にいい支援をいただいて喜んでおります。 

その他は本当に教育については、また今日もサポーターの方がたくさん入っ

てくださっている学校があって、下米田の方もたくさん入っていただいて、子ど

もさんたちと仲良くしています。子どもさんたちも先生一人ではとても回ってい

かないところ、先生も喜んでいただけるし、また子どもさんたちもサポーターと

仲良くなって先生に聞けないところも聞いたりして、そういった事で来ているサ

ポーターの方々も、それはそれで子どもさんたちと触れ合ってとても喜んでい

るので、いい意味での商売ではないですが三方良しというか、みんなが喜んだ

時間、楽しい時間を持てているので、ああいうことがさらに広がっていったら

いいなと思っております。現場からそのようなことでよろしくお願いします。 

 

藤井市長 ありがとうございます。 

 

渡辺委員 大変わかりやすく予算のご説明等をいただきましてありがとうございまし

た。 

やはり、経営理念とか方針というところで言われましたけど、未来というとこ

ろ、先を見るというところにつなげようという意思が大変よく分かる内容だった

かなというふうに思いました。また、予算編成につきましても、「未来」と「流れ」

というキーワードがあったかと思いますけれども、それをもとに大変よく整備さ

れているなという感想を持ちました。 

そんな中で学校の施設の改修等大変お金がかかるんですけれども、そうい

った整備に目を向けていただいて本当にありがたいなというふうに思います。

今年度はたまたま７月頃でしたっけ、大変暑い時期に学校訪問させていただい

たんですけど、暑くて大変だった分、本当に子どもたちがどういう環境で運動

したり学んでいるかというところを身をもって体験できたんですけど。そういう

整備が進んでいる学校の中では大変快適、完璧ではないかもしれないけど、

もしそれがなかったら本当に健康を壊すんじゃないかというぐらいの環境の中

で子どもたちが生活しているところもありまして、そういったところを進めてい

ただけるということが本当にありがたいことだと思いました。 

それ以外にも、教育の分野で、金額の多い少ないは検証がこれから必要だ

と思うんですけども、特に私が感銘を受けたのは、先進的であったり先駆けて

取り組もうという内容が非常に多くて、そういったところが要は投資というか予

算を使う中で、より投資的な側面が強いというんですかね、人を育てていい効

果を得ようというような、そういったのが感じられる予算内容だなというふうに

感じました。限られた予算の中ではありますけれども、そういった投資的側面

にも目を向けていただいて、よりこれから良い未来につながるように進めてい

ただきたいなというふうに思います。 

 



藤井市長 行政サービスを考えたときに、消費か投資かということをやっぱり天秤にか

けて、困っている方にはしっかりと支援をしていかなければいけないですけど、

どこかそうじゃない方針も明確にするのが昨今かなと思う中で、やはり投資と

いうものには新年度予算も力を入れてきましたので、そういったお話をいただ

けるとありがたいです。 

また、市民の皆さんや関係者の皆さんとも何が投資で、これはちょっと無駄

遣いなんじゃないか、無駄遣いと消費は違うんですけれども、未来に投資する

ことをできるだけ優先的に臆せずやっていくということを大事にしていきたいと

思います。 

いろんなことに挑戦しているということについては、市の職員さんたちは正

直、激務で辛いところもあって本当に大変なんですけれども、やはり挑戦する

となるとそれだけ勉強をしたり情報を取ったりとか、いろいろなところでコミュ

ニケーションを取らなければいけない。それが結果的に市にとっての大きな財

産にはなっているのかなという実感はあるので、ここも疲弊しない程度に、でも

挑戦することは忘れずにやっていきたいなと思っています。 

 

武田委員 とにかく空調設備が整うというお話を聞いて、体育館は本当に熱い中だった

ので、今年は無理かもしれませんけれども、皆さん本当に喜ばれるだろうとす

ごく思います。また、これが連携してプラザ中体がなくなった後に、多分、体育

館の開放、開放する時の条件や運営も大変かもしれませんけれども、その辺り

がスムーズにいくといいなというふうに感じました。 

あと、人材交流で人材受け入れとか、多文化交流という言葉があったと思う

んですけど、美濃加茂市は多文化ということが、今日も古井小学校が来年度１

年生は３０%がフィリピンの子たちだという話を聞きましたし、学校現場でも多

文化が当たり前になってきている。日本人の子たちにとってプラスになるんで

すけれども、その子たちが大変なバックグラウンドを持っている子たちが多く

て、そういうところで教育委員会の皆さんたちが各課いろんなところと連携して

やっていていっていただいていて、その子たちを支えてくださっているというと

ころをすごく感じるのでありがたいと思っています。その子たちのキャリア教育

などさせて頂いているんですけど、人材不足で介護とか看護とかその子たちが

将来、多分ここ美濃加茂に住んでいる子どもたちのおばあちゃんとか老人の方

たちが介護を受ける世代になっていくので、そういう人たちに対しての介護が

できるような人材になっていく年齢の子たちがたくさんいるので、そういう流れ

を作っていかれるのもいいのかなと感じながら聞いておりました。これから介

護とかいろんなところですごく人材不足にもなってきますし、外国の方たちの

助けを外から借りるのも大事ですけれども、ここで育てていくっていうのも非

常に大事なことではないかなと感じています。 

特に私は東図書館のWi-Fi入る事が嬉しくて、こことか上古井交流センタ

ーでいろいろ学習支援やったりするときにWi-Fiがなかったので、徐々に入っ

ていくのかなと期待しながらうかがっておりました。 

 

藤井市長 Wi-Fiは、これからはインフラだと思ってますので、どんどん導入していきた

いなと思いますのでよろしくお願いします。 



多文化については、皆さんもお感じになられていると思いますけど、美濃加

茂市は武田さんをはじめ皆さんの力で三十何年やってきたんですけど。ちょっ

と国が方向転換を見せ始め、どちらかというと風当たりを感じるような状況に

もなってきているので、変な風を受けないように我々としては言葉を選びなが

ら、でもやっぱり一人一人の市民の皆さんと向き合うということ、そして、これ

までの経緯を大事にすることを重視していきたいと考えています。 

その中でちょっとフライング気味にはなりますが、今考えているのは、今は外

国との接点、多文化というのはまちづくり課の中に多文化推進係というのがあ

るんですけれども、これをもう少し引き上げる。例えば教育現場、福祉現場、キ

ャリア教育、またこれから国の方針によっては、また違う国籍の方が多めに入

られてくるかもしれませんので、その対応も含めて横断的に活動する必要が

出てくる可能性が非常に高まっていますので、市役所として多文化共生につい

ての位置づけを引き上げていきたいと考えております。そういった中で、教育

現場の皆さんとの連携も、また違うフェーズに入ってくるかなと思いますし、引

き上げる以上はより力強く後押ししていける環境づくりに向けていきたいと思

いますので、また新年度からのスタートに際していろいろとお話とかご提案を

賜りたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

安藤委員 経営方針の「一歩踏み出し、市民一人一人を人と未来と世界に繋ぐ」という

ことで、人が動くことがすごく大事だということをおっしゃって、それを私もずっ

と思ってます。人が自分で全部自分たちのことをやっていけば、行政に頼るこ

とがなくなってきますよね。本当に困っている人たちにはもちろん手を差し伸べ

なきゃいけないと思うんですけれども、最近は楽をしようという人が増えてきて

るんじゃないかなという感じがありまして。例えば働くことに関しても、大変な

仕事よりも楽な仕事がしたいとか、楽で収入が多くなるのがいいとか。そうい

う声を聞き始めると収入を多くするにはもっとスキルアップしよう、先ほどの

DXもそう、教育じゃないですけど、そういう人を子どものうちから教育で育て

ていかなきゃいけないんじゃないかなということをすごく感じています。そのた

めには、今、PTAがどんどん簡素化していくっていうのはあると思うんですけ

ども、それを本当はやっぱり自分たちでやっていくのを子どもが見た方がいい

んじゃないかなと思う。ただ、今は親御さんたち皆さんお忙しいので、なかなか

難しいのかもしれないですけれども、そういったことをすごく感じます。 

あと、私は子育て中のお母さんたちと接する機会が多いので、そこで感じる

のが、本当に子育てに関してイライラしてしまう人がすごく増えているなと。昔

だったら、笑って過ごせるようなことが、ちょっと兄弟喧嘩してるだけでもちょっ

とイライラするっていう。そこで、産後ケアの体制っていうのはもちろん、小さい

うちのケアもなんですけれども、もうちょっと大きくなってからもそういうところ

が相談できるような場所があるといいなと。今、リオラさんがそういうところに

なってると思うんですけれども、働きたいというのが本当に収入が欲しいより

も子育てから離れたいから働きたいというのが多くて、その相談もすごく多い

のも気になって。それが例えば、小さいうちに家での会話が少ないから言葉が

少なくて、学校の教育についていけないというのが実際出ていると思うので、

そこでもうちょっとうまくなると、教育の方にもそれこそこの５歳児健診のところ



でもっと早く「もっと家で会話しましょう」みたいな感じができるのかなと感じま

す。 

 

藤井市長 そうですよね。いろいろと大事な質問をいただきましたけど。１つ目にいただ

いた、努力する人が報われないような姿が子どもたちには見せるべきではない

し、逆に言うと、この前も古井小に行って子どもたちと話したんですけども、実

は自分たちの周りにはすごく頑張ってくれる大人がたくさんいるんだみたいな

ことを私の前で披露してくれたんです。そういう姿こそ学校の協議会はじめ、

地域とのつながりの中で、子どもたちにあるべき大人の姿を示していかない

と。スマホには、短期的で面白くて過激なものばかりに引きずられてしまう傾向

があるので、ここはやっていきたいなと思います。 

先ほど、PTA という話があって、ちょうど今週ですかね、どちらかというと思

いのある自治会長さんが意見を言う場を毎月のように作っているんですけど、

そこで、この前開催したときに大学１年生の子に、地域や自治会や町内会のあ

り方について研究して発表してもらったんですよね。そしたら、自治会長さんた

ちからは、こういう大学生がもしいれば僕らはありがたいけど、こういう子たち

はレアだからねってなったんですけど、大学生の方から今はこういう高校生や

大学生がたくさんいるんだという話もいただく中で、意外と身近に、活動した

いけどまだ場がないとか、活動する力はあるけど機会がないっていう中学生、

場合によっては小学生もいらっしゃると思うので、そういう PTA、子ども会、自

治会や場合によっては消防団、こういったものにうまく学校の皆さんと協力し

て少しでも体験してもらうというか、大切さを学び、そしてその経験の中でのや

りがいとか意味を知ってもらうのは大事だなと思うので。それをやってこなかっ

た世代が私も含めてあるんじゃないか。私も市議会議員になって初めて見え

るものが広がって反省することが多かったんですけど、今の若い子たちは受け

入れられる土壌があると思うので、こういったことはぜひ学校現場にもいろい

ろお力をいただいて、連携できればなと思いました。 

もう１つ、子育てに対するイライラ等についても、なかなかこういった声を拾

い上げきれていないという話を聞きますので、これこそ LINE とかをもっと使

いながら声なき声をしっかりと拾って早め早めに対応していきたいと思います

ので、またぜひ新年度に向けてよろしくお願いしたいと思います。 

 

榊間委員 いろいろな事があると思うんですけど、一番力を入れられているのはどうい

うところかというのが分かりました。全てが教育につながるということも思いま

したし、特に赤ちゃんを初めて授かった保護者の人から、子育てって大切とい

うことを伝えていってもらえるように最近は市役所の方でもなっているんだな

というのを感じました。 

スマホの画面で youtubeとか子どもに見せてるとおとなしいから、それが

一番子どもにもいいし、自分もバタバタしない。ご飯食べに行ってもみんなで

食事に来ているのに、１歳ぐらいの子の前に置いてこうやって座って、みんな静

かにすることがいいって思ってしまう前に、やっぱりそういうところからスタート

していくということで、保健センターの方たちの一番最初のスタートのところか

ら力を入れてくださっているなということが、助産師さんの訪問っていうのも、



実際は母子保健推進委員の方でも一生懸命やってくださっていたんですが、

もう一歩進んで信頼して色んな事が相談できるっていうのがとても大事だなと

思いました。５歳児健診についても、なるべく早い時点に子どもに寄り添う。さ

っきおっしゃいましたけど、やっぱり子育ては大変だけど、大変は悪いことじゃ

ない。大変だからこそ子育ては楽しかったり、子どもの未来がしっかり見れたり

するものだし、大変な時期を一緒に楽しみましょうというふうになってくれば

PTA とかそういう活動についてもやってもらえるんじゃないかなというふうに

感じました。 

スタートのところはそうだし、今一番難しいなと思うのが、自分で生きていこ

うと思う力のつく中学生の段階で、部活動というのは子どもを育てるための大

事な場所だったと思うんですね。だから、先生が大変力を入れて、時間も生徒

指導上の問題などもそこで解決していってもらったり、悔しいことやつらい事

もそこで乗り越えていけたっていう、そういう時代がずっと続いていたと思うん

ですけど。今地域展開になったことはすごく大事だと思うんですが、すごい二

極化していて、保護者でそういう場所について行ってくれるおうちとそうじゃな

い子。中学校なら自分で行って自分の力でやっていくことが出来たけれど、今

は、そういう運動をするとかそういうことも親に助けてもらわないとできない。

お金もかかる。自分で選び取っていけないこどもが増えている気がします。そ

こで差がないように、今ちょうど地域展開の境目にあると思うので、このアプリ

というのがどんなふうに子どもたちに良い方向につながっていくのか、自分の

力で保護者に手伝ってもらわなくても自分でやれると思うような、そういう展

開になれるような、そこの中で人間関係を作ったり、ちょっとハードル高いとこ

ろも超えていけるような力を入れていける。クラブに入れる子と、それをやりた

いと思ってもそこには入れないと、何かこう苦しいとか乗り越えることができな

いままということのないように、中学生が時間をそこに使って足りるべき内容の

ものを地域の中でぜひ作って環境を整えてあげたいなというふうに思います。

ここに上がってくるのは大きな力だなと思いますのでお願いしたいと思いま

す。 

 

藤井市長 まさに放課後ですよね。部活動の地域移行もそうだし先ほどのスクールサポ

ーターの方々もそうですけど、今回のアプリは、たった一歩に過ぎないと思うん

ですけど、もっと地域の方々の力をお借りできるように引き出していくために

何ができるかということを、今の技術を使ったり場所を作ったりとか様々なやり

方があると思う。これから動き出すと思うので、またいろいろと変化はあると思

いますが。 

今回、私も改めてご挨拶できていなかったんですけど、選挙をやる中で１つ、

特に力を入れて強くメッセージとしてお願いして発していたのが、これからも言

い続けていこうと思うんですけど、子どもの放課後の時間が格差が広がってし

まっていて、学校に行く行かないも含めて、本当に夕方に子どもたちが、夫婦

共働きを推奨する政府の中で、子どもが習いごとにいけているお子さんと、学

童に渋々行って自分では何をすればいいのか見つけられないお子さん。あま

りにも差があるんじゃないかなという中で、もう少し子どもの貴重な時間という



のを社会としてもどうやって育んでいくのか、これはやっぱり大事だと思うの

で。 

中学校においては、部活動の地域展開をより充実したものにしていきたいと

思いますし、場合によっては学童のあり方もまだまだ考える余地があると思い

ますので、地域の皆さんのお力をお借りして。地域で昔はもっと学校が終わっ

たらランドセルを置いて遊ぶというイメージがあったんですけども、今はまさに

そんな光景が見られなくなりつつあるので、安心できる環境をどう作っていく

のかハード面もそうですし、地域の方のお力をいただく機会もそうです。場合

によっては習い事とかそういったものとの距離をもっと縮められる美濃加茂市

であれば、あの子は習い事いけるけど私はいけない、だからこれができないと

いう格差もなくしていけるんじゃないかなと思うので。どういった人たちが子ど

もたちの周りにはいるのかということも把握しながら、子どもたちの放課後の

時間というのを主として大事にしていける、これがまさに未来への投資になっ

ていくんじゃないかなと思う。これはあくまで学校の先生方に負担をさらに上

乗せする話ではなくて、学校と地域が協力するということの形になってくると思

うので、図書館とか学童といっても、外国籍の方も民間の方が見てくださるこ

ともある。でも、なかなか行政は踏み込めていない。それ以外にもいろんな

方々が子どもたちの支援をしてくれていますので、こういったことを本腰を入

れてやっていきたいと思いますので、ぜひともよろしくお願いします。 

そういった場所が私はお寺であってもいいのかもしれないなと思っておりま

すし、企業さんであってもいいのかなと思っていますので、また皆さんと力を合

わせていきたいなと思っております。コメントをそれぞれ皆様にいただきまし

た。ありがとうございました。 

せっかくなので丸山副市長からも。 

 

丸山副市長 今日、予算の話ということですけども。渡辺委員からもありましたけども、未

来への投資、本市は総合計画の中で教育を重点的に掲げて、その教育部分の

実行計画として教育振興基本計画があるんです。今年度から進んでいるわけ

ですけども明星先生に頑張って頂いた。自分が思い描く幸せな未来を創造し

ていく子、自ら創造していく子。非常に未来志向の内容になっているという事

ですよね。 

この計画を見ると、僕も美濃加茂に来て２年目ですけども、素晴らしい計画

が出来ていると思っています。やっぱりこれを実直に実現していくということが

必要なんだろうと思っていて、そのための予算も、不十分であるかもしれない

けれども、用意していただきました。それから体制の部分ですよね。やっぱり教

育って広義の教育、学校教育だけではなくて社会教育含めた教育ですけど

も、本市の場合は教育委員会が学校教育を持ちながら、補助執行という形で

社会教育の部分は市長部局の職員に見守らせているという体制をとっている

がゆえに、この必要な情報が途中で落っこちたりとか連携をできなかったりと

かそういったこともこの２年間見受けられてきました。そういった部分もありま

すので、さっきの教育委員会の体制をもう一度見直してですね、横串を刺して

俯瞰して教育全体を見れる体制を強化した上でこれを推し進めることが、今、

本市には求められているかなと思っています。 



ここに来て思うんですけど、本当に教育って地方のものだと思っているんで

すね。やっぱり国から見ている部分と市民を目の当たりにして担う部分ってい

うのは非常に違った思いがあって。先ほどの学校の先生方だけではなくて地

域で子どもたちを育んでいくというようなことが大事だと思っていて、何より地

域の子どもたちのことを一番よく知っているのはやっぱり学校の先生であり地

域の大人たちであるんで、そういった知恵やいろんなことを協力いただきなが

ら育んでいくというような体制を、こういった計画とかいろいろな推進体制、予

算を使いながら来年度に向けて進めていければいいなと思っています。 

 

藤井市長 ありがとうございます。 

皆さんお疲れだと思いますので、協議事項は以上にさせていただきます。 

 

（４）報告事項 

美濃加茂市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画について 

藤井市長 では、報告事項をお願いしたいと思います。 

 

明星学校教育課長 報告事項ということで、業務量管理・健康確保措置実施計画というものを今

からご説明申し上げます。公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に

関する特別措置法等の一部を改正する法律、つまり通称で給特法と呼ばれる

ものでございます。その給特法というものが改正をされているということになり

ます。 

給特法の改正ということにつきましては、令和７年６月１８日に交付されて、

令和８年４月１日から施行されるということになっております。その給特法の一

部改正の中に書いてある内容については、教育委員会及び学校現場に直接

的に関わるものが多くて、例えば主務教諭という新たな教諭を作るというよう

なワードであったり、先生等の時間外手当と呼ばれる教職調整額っていうもの

が今月に本報の４%だったのが段階的に引き上げられ、１０%になっていきま

すよというものであったりとか。学級担任は月に３千円の特別手当てを支給し

ますよという内容など、様々なものが改正されてくると。その中の１つとして、教

育委員会に課せられた義務というものがございます。その義務は何かと申しま

すと、業務量管理・健康管理確保措置実施計画を策定しなさいということで

す。策定をして、きちっと学校現場の教職員の働き方というものについての管

理をしなさいよというところが義務として課せられてきた。また、この法律に書

いてあるものについては、これは教育委員会の中で管理をするものであるん

だけれども、その状況については、随時ホームページの中で公表しなさいと。

また、あるいはこういった総合教育会議の中で必ず状況、進捗というものを報

告しなさいというものがこの法律の中に明定された内容でございます。それを

バックボーンとしながら、計画を策定しました。 

具体的にはこういった内容です。そもそも、この先生等の働き方改革という

ものは何のために行われるのかというと、大きく２つしかない。１つは学びの専

門職と呼ばれる先生方なんだけれども、その先生等の資質能力を向上させて

いく時間的、空間的ゆとりというのを確保しなさい。あともう１つは、児童生徒

一人一人としっかり向き合うことができる、本来的な職務を果たすことができ



る状況にしなさいよ、というところが目的でございます。こういったことについ

ては突き詰めていくと、美濃加茂市の教育のより一層の振興。したがいまし

て、私たちの位置づけは先ほど教育長さんがお話しされましたが、教育振興基

本計画の中に書いてありますが、働き方改革のアクションプランとしてこの計

画を作り上げていきますという立ち位置を考えております。したがいまして、こ

の計画につきましては、計画期間を第３次教育振興基本計画の最終年度であ

る１１年度、つまり令和１２年３月３１日を計画期間として計画を作りました。ま

た、その後につきましては、改訂をしながら作っていくという状況でございま

す。 

じゃあ、実際にどういった計画の立て付けになっていくかと申しますと、ま

ず、目標値としてはプレゼンに書いてある通りです。時間外勤務、上限を超え

て勤務しているとき。指針に書いてある上限というのはひと月に４５時間です。

この上限を超えている状況の先生は、令和６年度最も多い月で半数以上なの

を、１１年度はゼロにしていきたい。２つ目は何かというと、やはり昨年のデータ

ですけれどもストレスチェックで高ストレスと判定された者が教職員の中で４．

９%、約５%いるという状況になっている。それを０%にしたというように、KPI

目標値を掲げながら私たちは取り組んでいきたいという計画でございます。 

じゃあ、実際に何をしますかということが細かく書いてありますけれども、こ

の内容については、文部科学省が示している学校と教師の業務の３分類とい

うものがございますので、この３分類の学校以外が担うべき業務、教師以外が

積極的に参画すべき業務、そして教師の業務だが負担軽減を促進すべき業

務、ということで棚卸しをさせていただいて措置内容というものをこの中に詳

しく書きました。この３分類に基づいて計画実施をしていくんだけれども、教育

委員会だけではなく、市長部局、いろんな課とも連携を図りながらやり、また先

ほどお話しした地域の皆様であったり、保護者の皆様に協力していただく。つ

まり、チームとしてこの計画を進めますというところが基本コンセプトになって

います。 

なお、策定をしましたけれども、教職員ないしは地域学校協力活動を一体的

に推進している学校運営協議会ないしは PTA総会であったり様々な場で、

いろいろと啓発をしていき、先ほど申しました KPIを達成していきたいと思い

ます。こういった内容があるということをお知りおきください。また状況等につ

いては随時報告をさせていただきます。 

 

藤井市長 何かご質問等ございましたら。 

１ついいですか。前段階の給特法の改正については、何か現場で来年度か

ら変わることってありますか。その主務教諭の話とか。 

 

明星学校教育課長 主務教諭については、県の方針で設置はしません。来年度については見送

るという方向は明らかになっています。そして、１月１日から学級担任の手当は

発生しています。教職調整額につきましては、段階を追って来年度以降徐々に

上がってくるということで、学校現場ではすでに変わっているという状況です。 

 

藤井市長 ありがとうございました。そのほかご質問等は良かったでしょうか。 



あとは委員さんの中から何か全般、何でも構いません。ご意見や何かよろし

いですか。 

 

榊間委員 この話は定例会でお話していただいたんですが、その時に「教師以外が積

極的に参加する業務」とかそういうところに、どの程度踏み込んでいけるかっ

ていうところがより美濃加茂市らしさっていうのが出てくるかなと思う。内容に

関して特別に予算というか経費がかかるものがたくさんあると思うんですね。

先生以外のところでやっていこうと思うと。 

このままだと中で回していくだけになるので、分担というか、どこかをならす

とか。だから、例えば博物館の最後の戸締りを外部の人にお願いするとか、体

育館の施錠をまわりの人にお願いしているとかのように、学校も人に頼んでや

ってもらう予算がつくとか、そういう事があればより進むのではないかなと感じ

ますが、市としてはいかがでしょう。 

 

藤井市長 私自身把握ができていないので。どうですか、今のお話で教員の負担軽減

という中で市として何か新年度を取り組む、または検討したいと考えているよ

うなことなどあれば、せっかくなのでよろしくお願いします。 

 

明星学校教育課長 予算につきましては、今回の議会の中で決定をすることになっておりますけ

れども、来年度についても人的な配当については本当に配慮していただいて、

支援員等の配置については今進めているような段階でございます。 

加えて施錠の管理等につきましては、検討するというのが書いてありますの

で、来年度以降の検討材料として、あくまでもこの計画自体が１１年度までの期

間を持っていますので、その都度検討しながらやっていくというような状況に

なります。 

 

藤井市長 今後、その後もチェックしながら。 

 

榊間委員 ぜひ、いろんな事業支援の人達の予算が教育委員会により多く当てられる

といいと思います。 

 

藤井市長 教育委員会の体制の強化を新年度目指しますが、同時に現場の方もこうい

った方がいらっしゃれば先生の負担が軽減できるなどありますし、我々として

は体育館の話もしましたけど、学校開放の方を広くやってほしいという思いも

ある中で、それにあった人の配置とか、導入すべきことも出てくると思いますの

で、ぜひ教育委員の皆さんから厳しいチェックをいただきたい。 

 

明星学校教育課長 最後に一言だけ言わせてください。 

無尽蔵に財源があるわけではないという状況だと思うんです。市としていろ

いろと折衝をしていただいて、次年度以降の措置をしていただいております

が、私自身で考えなければいけないのは何かというと、今、地域が共同活動と

いうことで、学習サポーターがいろんなところでボランティアとして参加してい

ただいている。つまり先ほどお話しさせていただきましたけれども、地域の方々



がこういったことにも参画をしていただけるような、そういった状況をこれから

作っていかなければいけないなというふうに感じておりますので、今ほどの意

見も私たち承りながら違う方向でもいろいろと画策をしていきたいなと思いま

す。 

 

藤井市長 はい、ありがとうございます。ぜひ、活用できる体制作りをお願いしたいと思

います。我々もしっかりとやっていきたいと思います。 

そのほかよろしいでしょうか。 

今日は皆さん、非常にお疲れのところありがとうございました。今年度あと１

ヶ月ありますので、どうかよろしくお願いします。 

それではこれにて第４回の総合教育会議を閉会させていただきます。皆様

ありがとうございました。今後もよろしくお願いします。 

 

 閉会 午後５時００分 

 


